
重要な作品の継承と再演 

うらわまこと 

埼玉県舞踊協会が彩の国さいたま芸術劇場と提携し、埼玉県が後援して開催され 

た「ダンスセッション 2026」は、バレエ、モダンの名作、創作とともに、協会が 

主催する舞踊コンクールの上位入賞曲を披露するという興味あるもの。 

 今回は、コンクールの各部門１位作品３曲と、松崎すみ子・松崎えり振付の 

『不思議の国のアリス』に、インドを本拠に国際的に活動しているアシュリー・ 

ロボを招いての新作『Void』が上演された。 

 本稿ではコンクール作品と『アリス』を取り上げる。 

 コンクール作品は、創作舞踊部門の最近 2024、2025 年の各１位、そしてモダ 

ンダンス部門成人の部 24 年１位作品。このように多くの観客の前であらためて踊ることができ

るのは、作者、出演者にとって大変励みになることと思う。 

 創作の 2024 年１位は、振付の嶋澤のどかと近藤みどりによる、日常のちょっ 

とした心の動きと２人の関係を若い感性で表現した『それでも月曜日はやってく 

る』。25 年１位宗宮悠子の『My sea』は、多くのダンサーを重層的に動かし、海 

への愛とその神秘さを大きなスケールで描いたもの。モダンダンスの荒澤来瞳は 

自作の『悲しみの樹』で、柔軟、かつダイナミックな動きと繊細な表現で、音楽 

のアヴェ・マリアによって自分の世界を現出した。 



 『不思議の国のアリス』は、バレエ団ピッコロを主宰、文化庁芸術祭賞受賞な 

ど多くの優れた作品を発表した松崎すみ子の 1972 年作品。ルイス・キャロルの 

有名な童話を彼女独特のしゃれたアイディアを織り込んで楽しい作品に作り上 

げ、上演を重ねている。彼女が亡くなった後も、その息女でコンテンポラリー分 

野で振付など広く活躍している松崎えりがこれを引継ぎ、今回も新たな工夫も加 

えて上演したもの。このように優れた作品を作者亡き後にも遺し、上演を続けて 

いくことは極めて重要な仕事である。 

 アリス（安江優）は眠りのなかでうさぎ（栗原柊）に導かれて楽しく奇想天外 

な冒険を重ねる。アリスが（林玲奈）小さくなるのを照明でみせ、そして花やむ 

したちなどいろいろな世界を訪ね、ティー・パーティーにも出席、それぞれと交 

流、さらにクライマックスはトランプ王国での大冒険。ハートの女王と王（今泉 

綸乙音、小原孝司）を中心に、すべてのカードが集結して大混戦。ようやくそこ 

から逃れて夢の旅を終えるまで、ベテランから新進、ジュニアまで多くの出演者 

はみな良く踊り、演じて、だれもが楽しめる見応えある舞台となっていた。 


